
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度も「あいさつから始まる、共に育ち合う仲間づくり」を重点目標とし、日常生活で様々な挨拶を交わすことは定着してきたようです。朝の挨

拶は、子どもたちから見られようになっていますので引き続き教師（大人）が手本となり習慣づけていきたいと思います。 

 本園の教育課程には、４つの目指す子ども像があります。今年度は、目指す子ども像に近づくために、年齢毎の子どもの姿からそれぞれに目標を設

定して教育を進めることにしました。そして学期毎に、発達に合わせた教育がなされているのか？子どもが主体となり遊んでいるのか？振り返り課題

を話し合い本園らしい教育を進めていきました。 

 幼児教育は環境を通して行う教育です。そこで、園の環境を充分に生かした教育を考えていたところ、研修会で学んだ砂場の環境（造形的な砂）に

心を動かされ、これまでの砂場をより魅力的な遊び場にしようと試みました。子どもたちと全職員で協力して砂を掘り出し、新しい砂に入れ替えまし

た。自分たちの手で新しい砂場になったという満足感と喜びもあり、砂遊びがとても盛んになっています。そして天気の良い日の自由遊びは、外に出

て砂遊びだけではなくリレー、ドッチボール、総合遊具や遊具で遊び、夏から秋にかけては4つ葉のクローバーや虫を見つけて遊ぶ姿もあり、幼稚園

の広い園庭を活用してしっかりと遊び、健康な体づくりにつながっているようです。 

 また、本園の教育の特色である交流により、温かな心の育ちを感じます。出会いの時の挨拶、交流の中での遊びや体験を通しての発見や気づきが、

子どもたちの内面を育てているようです。春に堀尾のおじいさんの田んぼで、花や小動物に触れて遊び、秋には稲刈り見学での学びを園に持ち帰り、

実際にやってみたいという子どもの声があり、年中児が稲穂から米を収穫する活動を行いました。教育局の方に保育を公開しましたが、友だちと協力

し集中して取り組む子どもの姿に、この活動はおじいさんとのかかわり（過程があり）から生まれたものであり、この園だからできることですね。い

い保育を見せてもらいました。との感想をいただきました。人とのかかわりや体験を通し感じたこと、驚いたことを自分たちでやってみることで、感

動や充実感を味わい深い学びへとつながっているようです。 

 本園は、平成29年度から「とっとり自然保育認証園」になっています。園内外の環境を生かした自然（動植物）との触れ合い、栽培、また、地域の

方と連携した栽培や収穫など、自然の美しさ不思議さに心を動かされ、子どもたちが主体となった取り組みは、豊かな心の育ちにつながっています。

今年度末には県中部で、自然保育の実践事例発表を行う予定です。様々な助言を受けて本園にふさわしい自然保育を研究して、次年度に繋げていきた

いと考えています。 

 地域に開かれた幼稚園として、未就園児親子に遊びの場を提供する「ぱんだっこクラブ」を新たに開設してたくさんの親子に来園いただきました。

また、ホームページのカレンダーに園開放日を載せたところ、毎回遊びに来られる親子もありミニホールや園庭で遊んでもらっています。11月からは、

ぱんだクラスの活動も始めており、子育ての仲間が集まりほっとするような雰囲気で、楽しい幼稚園を体験してもらいたいと考えています。 

 7 月には西日本豪雨により、東みずほ祭を中止にしました。その数日後、雨で地盤が緩み青木地区で土砂崩れという恐ろしい事態が発生しました。

また、9月末には台風24号に伴う豪雨で法勝寺川・日野川とも増水して危険な状態になりました。これらの自然災害による危機管理体制を強化するた

め、この度、鳥取県子育応援課より洪水時避難計画作成の指導を受け、作成に取り組み完成しました。これをもとに次年度は、大雨による洪水・浸水

を想定した避難訓練を実施する予定です。また、12月末には、防犯対策としてカメラを設置しました。9月に不審者対応の避難訓練を実施した際、カ

メラ設置について米子署の方々に助言頂き、専門業者と検討して安心安全な環境を整えました。園児引き渡し訓練においては、昨年度、園児引き取り

者を明確にして園からの情報を確実に受け取ってもらえるよう態勢を整えました。今年度訓練を実施したところ概ね徹底して予想より早く、駐車場の

混雑も無く引き渡しを終えました。保護者の方々にはご協力いただきありがとうございます。 

 東みずほ幼稚園は一人ひとりの子どもたちが安心して笑顔で遊びきれるよう、  

 ① 子どもの心に寄り添うことで、園が安心した居場所となる。 

 ② 教師間の共通理解を深め、子どもたちの育ちを保障する。 

 ③ さまざまな人とのかかわりを通しての心の育ちを大切にする。 

 ④ 思いを伝えあえる空間や仲間作りを大切にする。    

                             以上の点に留意しながら 

子どもたちの姿や背景を考慮し、何をどう育てるのか目標を持って教育につとめます。 

総 合 所 見 

学校法人翔英学園 東みずほ幼稚園 
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